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1. はじめに

JR 東日本では、平成 22 年度 12 月の東北新幹線八戸～新青森間開業に合わせて、新たに高速化車両の導入

を計画している。この新車両の導入に向けて現在、宮城県宮城郡利府町に位置する新幹線総合車両センター

内に、新型車両に対応する搬入庫新設工事に着手している。しかしながら、当該箇所は軟弱地盤であり、搬

入庫ピットの基礎杭は、主に中掘り先端根固め工法による PHC 杭にて施工した。本報告ではこの杭施工時の

管理方法について報告する。 
２．工事概要 

現在新設している搬入庫は新幹線総合車両センター内の終点方に位置している。新設する搬入庫の平面図

を図-1 に、断面図を図-2 に、それぞれ示す。計画全長はピット 255.0ｍ、庫 263.5ｍとなっている。 
施工に先立ち、地質調査を 3 箇所で行った。図-3 に地質調査の結果を、図-4 に地質調査の実施箇所を、

それぞれ示す。結果からわかるように、本現場は GL から約 30ｍの深度まで N 値が 0～10 の軟弱地盤となっ

ている。また、現場周辺には東北新幹線の地震計が設置されており、周囲には民家もあることから、低騒音・

低振動の工法を選定する必要があった。一方、当該箇所にはこ線道路橋が縦断していることから、一部で空

頭高さが制限されていた。そのため基礎杭の施工については一般部と空頭制限部に区別し、前者では中掘り

先端根固め工法によるＰＨＣ杭、後者をＴＢＨ工法による場所打ち杭とした。 
３．施工管理方法 

中掘り工法では一般に、オーガーの電流を測定して支持層の確認をしている。しかし測定される電流は地
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仙台方 利府方

PHC杭施工順序PHC杭施工順序 TBH杭施工箇所
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杭長 Ｌ=30.0

ｍ
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Ｎ=8本
杭長 Ｌ=30.0

ｍ

B3（土木）
Ｎ=8本

杭長 Ｌ=30.0ｍ

B1（建築）

Ｎ=4本
杭長 Ｌ=30.0ｍ

B2（建築）
Ｎ=5本

杭長 Ｌ=30.0ｍ

B4（建築）
Ｎ=12本

杭長 Ｐ10Ａ=29.45ｍ

杭長 Ｐ10Ｂ=28.95ｍ

B4（土木）
Ｎ=6本

杭長 Ｌ=29.5ｍ

B5（土木）
Ｎ=8本

杭長 Ｌ=31.0ｍ

B3（建築）

Ｎ=9本
杭長 Ｌ=30.0ｍ

B5（建築）
Ｎ=9本

杭長 Ｌ=30.0ｍ

B6（土木）

Ｎ=8本
杭長 Ｌ=31.0ｍ

B6（建築）
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B8（土木）
Ｎ=8本
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杭長 Ｌ=30.0ｍ

B11（建築）

Ｎ=6本
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図-4 試験杭施工箇所一覧 

   B,C：土木杭 

  A,D,E：建築杭 

質条件や杭長等により変化するため、電流から定量的に支持層の評価をすることができない。そこで試験杭

を施工し、オーガーによる掘削時の抵抗値と柱状図とを比較して、当該箇所における支持層の確認をした。 
本現場では試験杭として計 6 本の施工を行った（図-4）。試験杭のうち 3 本（E7,E17,D27）は地質調査箇所

周辺、残り 3 本(A1,A12,A22)は地質調査箇所から離れた箇所に設定した。この目的は、前者はオーガー掘削

時の抵抗値抗値を用いて地盤調査結果と比較するため、後者は地質調査箇所間に描いた支持層の想定ライン

を試験杭の施工により確認するためである。 
４．支持層確認結果 

試験杭直近の地質調査から得られた N 値とオーガー掘削時に計測した電流との相関を図-5 に示す。一部乖

離している部分が見られるものの、ほぼ相関性を持っていることが確認できる。特に支持層としている N 値

が 50 の層については、掘削抵抗値の大きい位置が、ほぼ同じ深度となっていることがわかる。このことか

ら、本現場において中掘り先端根固め工法によって施工した場合、支持層に到達した際に、オーガー掘削時

の抵抗値が急激に上昇し、このことにより支持層到達が確認できると判断した。 
残りの 3 本の試験杭についても抵抗値が急激に上昇した箇所を支持層と判断した。その結果、若干ではあ

るが当初の計画と比べると

支持層の位置が異なってい

ることがわかった。そこで

今回の試験杭の施工によっ

て得た結果を基に、当初 3

本の地質調査の結果を基に

作成していた支持層の想定

ラインを引き直し、新たな

支持層想定ラインを基に、

施工前に杭長の一部を変更

した。その結果、杭長不足

や高止まりを引き起こすこ

となく、全ての杭の施工を

完了することができた。 
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図-5 掘削抵抗値と N 値との比較 
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５．おわりに 

N 値とオーガー掘削時の電流が相関性を持っていることを利用し、本方法による支持層確認の妥当性を確

認できた。またその結果を基に、杭長を現場条件に合わせて変更し、計 78 本全ての杭を問題なく支持層に

打ち込むことができた。本報告が今後行われる同様の工事において、参考となれば幸いである。 
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